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昔、山間地域の多くは山の谷に集まる“水”を利用して作

られた谷津田と呼ばれる田んぼが人々の生活を支えてい

ました。現在のあきる野では、人に管理されぬまま荒れ放

題となってしまった谷津田ばかり・・・

当然と言えば当然かもしれません。山の中に道具を担い

で行って、手作業で狭い田んぼにお米を育てることは、現

代の私たちには想像もつかない苦労ですよね。しかも谷津

田周辺の森も人に利用されない為に木は生長し続け日陰

を作っていることで、米の生育に重要な太陽の光も入らず

昔の谷津田とはまったく違う環境が作られています。

コレンジャーと整備する谷津田の現状は、長年にわたる

雨の影響でしょうか、泥が堆積しイノシシのヌタ場となって

います。ヌタ場はイノシシにとって転げ回って体に着いた寄

生虫を取り除くので重要ですが、今回はヌタ場をたくさんの

水生生物が暮らせる深さのある池に変え、水路を作り、周

りの森はシノダケやアオキの一部を伐採する整備を行いま

した。 その結果の一つとして、人間の畑に悪さをするイノ

シシにはヌタ場をより奥山へ移動してもらえればいいな、と

考えました。

事前にパブロから、水場から生まれる命が他の野生生物

の命を支え、多様な自然を作っている。だから水場と水生

生物はとっても重要だというレクチャーがありました。子ども

達にも「森に暮らす生物と人の生活を守るため」という気持

ちが生まれたようです。泥だらけになるのもお構いなし！大

人も子どももみんなで力を合わせました。そんな森には

“自然が好きだから”というみんなの想いがほんわかと漂っ

ていたと思います。

人が管理していた水場が減ったことで、その環境を利用し

ていた生物が減り、その生物をエサとしている野生生物へ

も影響が出ること、そして人の生活にも影響が出ること・・・

こうしたつながりを今回の活動を通して体験から学んだの

ではないでしょうか。

コレンジャーの活動のために、快く谷津田と周辺の森を貸

して頂いた沖倉さんありがとうございました！ （加瀬澤）

荒れてしまった谷津田が・・・ 姿をあらわしました！

水路も池も着々と作られ、森も整備しました 新米猟師の曾田さんに話を聞く

けものの強い生命力を知った
泥だらけになりました！
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